
令和８年１０月１５日
商工労働部 成長産業振興室 産業創造課

大阪府における

空飛ぶクルマの取組状況



大阪・関西万博では、大阪府内に本格的なバーティ
ポートが整備され、世界で初めて複数の機体による
高頻度のデモフライトが実施されたほか、空飛ぶク
ルマのある未来が体感できる展示が実施されました。

万博で蓄積されたノウハウや、高まった機運を万
博のレガシーとして承継し、空飛ぶクルマの普及・拡
大による大阪・関西のさらなる発展をめざします。

空飛ぶクルマは、人の移動や物流の概念を大きく変え、
人々の生活やまちに新たな価値と活力を与えてくれ
る可能性を秘めています。

幅広いビジネスへの広がりも期待されています。
さまざまなアイデアや技術を持つ事業者による共創・
協業を通じ、新たなサービスの創出などを大阪の成
長へ繋げていきます。

なぜ、大阪で空飛ぶクルマの実現をめざすのか？
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府域の新たな価値創造・産業振興への貢献 大阪・関西万博のレガシーの継承

都市内移動

都市間アクセス・ツーリズム

救急輸送・災害救助

空港アクセス

エンタメ（遊覧）



国の動き | 戦略産業クラスター計画（近畿地域）
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⚫ 令和８年７月、国において、空飛ぶクルマに関する戦略産業クラスター計画（近畿地域）を公表。

➢ 近畿地域を 「空飛ぶクルマ産業における我が国の中核拠点」 として位置づけ

出所：内閣官房ホームページ



大阪の動き | 地域産業クラスター計画（大阪府・大阪市）
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大阪の動き | 地域産業クラスター計画（大阪府・大阪市）
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⚫ 大阪での空飛ぶクルマの社会実装に向けた、協議・活動の場として、2020年11月に設立
⚫ 最新の取組状況の共有や事業者同士の新たなプロジェクトの組成につなげている

（2026年10月現在、94社・団体が参加）

第15回ラウンドテーブル協議  〈2026年3月26日〉

•万博での成果と今後の事業計画（オリックス、丸紅、SkyDrive、ANAホールディングス、Soracle）
•めざせ、空飛ぶクルマのファーストペンギン（関西経済連合会）
•国の動向（近畿経済産業局）
•令和８年度大阪府予算
•情報提供：AP-SAS 2026のご紹介（国土交通省航空局）

◼ 多様な人々とオープンに意見交換を実施し、
社会受容性の向上を図る

Mission Ⅲ （Orange Table のミッション）

◼ 様々な事業者間での共創・協業を促し、
アイデアのかけ合わせにより新たな事業や
サービスを生み出す

Mission Ⅱ （Green Table のミッション）

◼ 国の「空の移動革命に向けた官民協議会」と
連携し、社会実装に向けた議論を加速する

Mission Ⅰ（Blue Table のミッション）

空の移動革命社会実装大阪ラウンドテーブル



大阪の動き | 未来創造会議
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未来創造会議の委員構成

松本 正義 公益社団法人関西経済連合会 会長 【代表】

鳥井 信吾 関西商工会議所連合会 会長・大阪商工会議所 会頭 【共同代表】

三笠 裕司 一般社団法人関西経済同友会 代表幹事

武田 家明 近畿経済産業局長

三日月 大造  関西広域連合 広域連合長

吉村 洋文 大阪府知事

横山 英幸 大阪市長

≪オブザーバー≫

松山 泰浩 経済産業省 首席国際博覧会統括調整官

• 未来創造会議は経済界・国・関西広域連合・大阪府・大阪市のトップで構成



大阪の動き | 未来創造会議
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⚫ 令和８年３月、万博の成果をレガシーとして次の時代に引き継ぎ、日本の持続的な成長・発展を牽引することを目的
に、国・経済界・関西広域連合・大阪府・市により「未来創造会議」を設置

➢ より早期の実装化が期待される分野として、「次世代モビリティ（空飛ぶクルマ）」が選定



• 次世代モビリティ実務者会合（関経連）を母体に、事業者、行政等が参加する推進体制を新たに構築
• それぞれのプロジェクトの進捗を踏まえ、プロジェクトを推進する上での課題等を「未来創造会議」にて集約し、政府要望

等につなげていくとともに、社会受容性の向上等に関西が一体となって取り組む
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支援方針

大阪の動き | 未来創造会議



１ 空飛ぶクルマ離着陸場等拠点整備事業（空飛ぶクルマ専用離着陸場等拠点整備事業補助金） 30,000千円

商⽤運航開始に向けた⾶⾏環境の調査、運航オペレーションの検証及び⼈材育成等に係る経費の⼀部を補助

２ 空飛ぶクルマ都市型ビジネス創造都市推進事業 170,000千円

全国に先駆けた
大阪での実装支援

観光地等を結ぶ
拠点の確保

空飛ぶクルマ都市型ビジネス創造都市推進事業費

万博でのデモフライト等の成果を踏まえ、全国に先駆けた大阪での商用運航の実現をめざし、飛行環境や離着陸場等の整備

に向けた調査等に取り組む事業者への支援等を実施する。

空⾶ぶクルマを活⽤した観光需要の創出・拡⼤に資するイベント等の開催に係る経費の⼀部を補助

３ 空飛ぶクルマ観光需要創出促進事業（空飛ぶクルマ観光ビジネス創出支援事業補助金）  120,000千円

観光分野における
需要創出

観光分野での運航拠点となる離着陸場等の整備に向けた、事前の調査・検証等（環境アセスメント・気象条件など）
に係る経費の⼀部を補助

【補助上限額】30,000千円 【補助率】事業費の1／2以内

【補助上限額】30,000千円 【補助率】事業費の1／2以内

関連予算総額 324,728千円

【補助上限額】30,000千円 【補助率】事業費の1／2以内

(１) 空飛ぶクルマ都市型ビジネス創造都市推進事業補助金 【150,000千円】

(２) 空飛ぶクルマ運航ルート事業環境調査事業（委託） 【 20,000千円】

商⽤運航で具体的に想定される⾶⾏ルートにおける課題の洗い出しや事業性の検証を実施

6/15 ２件採択

対外説明用
※補助金名称・
公募状況有

7/28 １件採択

7/31 ２件採択

令和８年度 大阪府 空飛ぶクルマ関連事業概要
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事業実施中
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